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本研究は、製品開発におけるデザイン対象物をデジタルモデル（計数型モデル）化し、これを核とする CAID

（Computer  A ided Industr ia l  Des ign）システムを構築すると共に具体的なケーススタディを通し、デザイン開発

技術の高効率化、高精度化、簡便化のための利用技術の蓄積を図ることを目的としている。本報では、その一環と

して取り組んだ、道内および道外先進地におけるデザイン現場でのコンピュータの利用実体の調査とともに、デザ

イン開発プロセスでのコンピュータ活用の有効性を探る為に実施した予備的な利用試験から得た知見について紹介

する。

2 ．デザイン現場等でのコンピュータの利用状況調査

2.1　道内企業におけるコンピュータの活用状況

最終製品を作り出している地場の製造業を対象にコンピュ

ータの活用状況の調査を行った。調査は、グッドデザイン北

海道選定商品や北の生活産業デザインコンペなどに参加して

いる道内企業の中から、コンピュータを何らかの形で利用し

1 ．はじめに

今日、製品開発技術の中で、テザイン開発技術の充実は、

企業が製品の高付加価値化や新たな需要の創出に取り組む上

で必要不可欠な要素となってきている。一方、あらゆる分野

でコンピュータの活用が進んでいるが、デザイン開発ツール

としても、機器の低廉化や高性能化、簡便化の中で、その利

用価値も大きく広がろうとしている。

本研究は、製品開発の初期段階からデザイン対象をデジタ

ルモデル（計数型モデル）化し、これを核とする CAID

（Compuler Aided Industrial Design）システムを構築す

ると共に具体的なケーススタディを通し、デザイン開発技術

の高効率化、高精度化、簡便化のための利用技術の蓄積を図

ることを目的としている。

今回、その取り組みの一環として、道内企業および道外先

進地におけるデザイン現場でのコンピュータの活用方法を調

査するとともに、デザイン開発プロセスでの活用の有効性を

把握するためマッキントッシュ社製のパソコンシステムを用

いて予備的な利用試験を実施した。

デジタルモデルを核とする CAID システムの構築とその応用技術（第 1 報）
－コンピュータの利用状況調査とデザイン開発プロセスでの利用試験－
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ている 15 社（木材関連企業 5 社、機械金属関連企業 8 社、

その他 2 社）を選び、面談により設備や利用状況、使用上の

課題などについて、開発担当者から直接聞き取り調査を行っ

た（図 1 参照）。その結果、15 社中 14 社が図面作成のため

2 次元 CAD ソフトを使い、また業務管理のための表計算ソ

フト類の利用も 11 社と多かった。製品開発におけるプレゼ

ンテーションを目的とした活用としては、ペイント系ソフト

によるイラスト作成や製品予想図の作成なども見られた。ま

た、設計とプレゼンテーションを兼ねた簡易な 3 次元モデリ

ングソフトの活用、工場内 LAN の構築にも関心が持たれて

いた。

設備関係では、2 次元 CAD 専用のワークステーションや

DOS/V 系や MAC などのパソコンと多様であった。また、

具体的な利用例としては構造解析・材料計算など設計支援的

活用、景観シミュレーションや製品予想図の作成などプレゼ

ンテーションとしての利用、企業間での CAD データの受け

渡しやパソコン通信による仕事の受発注など新しい利用形態

も見られた。利用上の課題としてはコンピュ一タの機能向上

に対応した設備投資、研修や情報交換の場の必要性などがあ

げられ、実用面では機種やソフトによりデータ形式が違い、

その受け渡しがスムーズでないことなどがあげられていた。

今後の利用計画としては、3 次元 CAD の導入、社内ネット

ワークの構築、総合的なデータ管理と運用などを望む声が強

かった。

2.2　先進デジタルデザイン現場の調査

企 業 等 で 行 う CAID（Computer Aided Industrial

Design）システムとしては、図 2 のようなフローが一例と

してあげられる。製品開発においては、デザイン部門、設計

以下に示すような活用事例やデザイン現場での先端的動きを

把握することができた。

①デザイン開発プロセスのなかで、デザイン対象物の 3 次

元表現を必要とする場合、シミュレーションの目的に応じて、

2 次元ペイントソフトと 3 次元モデリング＆レンダリングソ

フトを効果的に使い分けている。また、2 次元ペイントソフ

トにより 3 次元表現を行う場合、グラデーション機能など常

時使う機能をモジュール化し、描画の効率化を図っている。

② 3 次元モデリングソフトやレンダリングソフトを利用し

た高品位な画像作成においては、まずモデリングソフトによ

りダミーのオブジェクトを作成し、ライティングやテクスチ

ャーマッピングに工夫こらすなど種々の方法を駆使して、リ

アル感の高い画像に仕上げている。またこうした画像作成に

当たっては 2 次元ソフトを一部利用するなど実際的な活用方

法を定型化し、目的に応じた選択のもとに効果的な作業が行

われている。

③可動部を持つ製品の使用過程を示すプレゼンテーション

では、その動きや使用上の機能確認のため、パソコンによる

アニメーションの活用が図られている。このため、アニメー

ション作成機能を持つモデリングソフトや VTR を取り込む

ムビーソフトを利用した動画によるデザインプレゼンテーシ

ョン技術も進んでいる。

④製品開発の時間短縮のため、デザイン現場と製造現場と

のデータの共有化が課題となっている。双方の現場で同じデ

ータを利用するためには、コンピュータの機種やソフトなど

の統一化やデータ変換の方法のマニアル化が重要となってく

る。また、インターネットなど通信を利用したデータの受け

渡しにより、開発作業を同時並行的に進めるコンカレント的

なシステムの構築も進んでいる。

部門、生産部門などの合

理的な連携のもとに作業

が進行するのが望まし

く、デザインの初期段階

からデータを共有化して

対応する事により効率化

が期待される。こうした

開発プロセスの中でコン

ピュータの活用を高度化

するために、道外の先進

的なデザイン現場での利

用調査を行った。調査は、

デザイン面でのコンピュ

ータの活用が進んでいる

と思われる民間の工業デ

ザイン系のデザイン事務

所 4 社について聞き取り

調査を行った。その結果、



北海道立工業試験場報告 No.296

̶1 9 1̶

3 ．デザイン開発でのコンピュータの有効活用のための利用

試験

デザイン開発プロセスでの活用を具体化するために、異な

るソフトヘのデータの受け渡しやインターネットを使ったデ

ータの転送、製品シミュレーションや外装設計のための利用

法などに関する簡易な利用試験を実施した。

3.1 異機種コンピュータ間での 3次元データの受渡し

デジタルデータの有効利用として、デザイン現場向けのパ

ソコン用 3次元ソフトで作成した基本モデル（立方体、円柱、

球、部品等）のを、製造現場で利用が進んでいるワークステ

ーション用の 3 次元モデリングソフトに転送し、そのモデル

の再現性を確めた。使用したコンピュータシステムは、PC ﾊ

ｰﾄﾞ Mac：PC ｿﾌﾄ：form/z 、WS ﾊｰﾄﾞ：Sun-SPARCstation 、WS

ｿﾌﾄ；である。

利用試験の結果、パソコン（PowerMacintosh8500）上

で動く 3 次元モデリングソフト（form/z）で作成したモデ

ルデータをワークステーション（Sun-SPARCstation）上

のソフト（Pro/ENGINEER）に転送する場合、データの改

行コードをワークステーション特有の Unix 形式に変換す

る必要があり、さらにモデルの保存形式を iges 形式に変換さ

せるなどいくつかの前処理が必要である。本試験では、既存

のソフトが持つ変換機能を使って実行したため、線データに

ついては完全に再現できたが、面を張った状態では再現でき

なかった。このことは、各ソフトの特性を熟知して対応する

と可能といわれているが、一般的に面倒な操作が必要となる

ためデザイン現場には不向きである。また、フォーマット形

式を変えることにより、ソフト特有の制作手順のデータも欠

落することから、違うソフトで形状を変更する場合、あらた

な作業が必要となることも考えられる。

このことから、デザイン現場と製造現場とのデータの転用

を考える場合、使うソフトを同じにする、または変換方式を

マニュアル化するなど変換時のミスや煩雑さをさけるなどの

工夫が必要となる。

3.2　インターネットによるデザインデータの転送

遠隔地とのデザインの情報交換を行う場合、距離や時間的

な制約から、デジタルデータを直接やりとりする方法が有効

である。今回、金属製屋外施設のデザイン開発支援において

インターネットを活用して実験的にデータの転送試験を行っ

た。図 3 はインターネットを利用してデザイン開発を進めた

概念図である。転送区間は札幌市の工業試験場と北見市の工

業技術センター間で、使用機器は札幌側 PC ハード：Power

Macintosh8500 ，PC ｿﾌﾄ：LMALE 、form/z 、Photoshop 等、

北見側 PC ﾊｰﾄﾞ:NEC9800VX 、dos/v 、PC ｿﾌﾄ：WTERM 、

CG ｽﾃｰｼｮﾝ等を利用した。転送試験の結果、デザイン情報と

して色彩を含めてアイデアスケッチ等の画像や CAD で作成

した 2 次元図面のオリジナルデータの転送が可能であった。

また 3 次元データの転送は機種やソフトが違うことから、デ

ータの受信は確認されたが、相手側のパソコン上では再現で

きなかった。しかしながら、機種や使用ソフトを合わせるこ

とにより、3 次元データも活用できることや、画像データに

ついては、製品の形状や色彩の検討を同時に行えることから、

遠隔地との間でデザイン作業を進める手段としてインターネ

ットの活用は有効であるといえる。図 4 は、本試験において

遠隔地とのデザイン案の検討のため、パソコンで作成した転

送用の CG 画像の一例（四
あず

阿
まや

）であるが色彩等の再現が確認

された。

3 ．3　デザイン開発プロセスヘの適用

①製品シミュレーションでの活用

図 5 は図 2 の CAID システム例をもとにデザイン開発に

おける製品シミュレーションの方法例を示したフロー図であ

るが、一般的にアイデアをもとにモデリングソフトにより、

3次元デジタルモデルを作成し、レンダリングソフトにより、

素材感の表現及びマッピング、ライティングなどを行い、詳

細なシミュレーションが可能なデータへと発展させ、これら

をもとに問題点の把握、検討から製品化へ進んでいく。本試

験では、具体的な工業製品のデザイン開発を題材に現有シス

テムを活用し、形状、カラーリング、使用素材等のシミュレ

ーション作業を行い、デザイン作業の高効率化、高精度化の
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検討を行った。図 6 は暖房機器開発において、form/Z によ

モデルのデジタル化を行いワイヤーフレームで表示したもの

である。また、図 7 はその 3 次元データをもとに Electric

image により質感等を施した CG レンダリングである。その

結果から、モデリングやマッピング機能を効果的に使用する

ことにより、高品位な製品の完成予想図が作成でき、色彩設

計や材料選択に有効であることなどが理解された。

②実装部品のレイアウトと外装設計への応用

複雑な構造を有する製品の部品レイアウトとそのケーシン

グ、また可動部を持つ製品機構等のデザインを進める上でデ

ジタルモデルの活用が期待される。本試験では、電気式人工

喉頭のデザイン開発を題材に、form/Z により各パーツのレ

イアウトとケーシング、それに伴うパーツの干渉チェックヘ

応用し、使用上の検討を加えた。またパーツの組み付け図の

作成やレイアウト変更に伴う外観デザインの検討も併せて行

った。図 8 は 3 次元データをもとに form/Z の機能を使い 2

次元図面を作成したもので、デザインモデルをデジタル化す

ることにより、図面作成の効率化も進められる。また図 9 は

簡易レンダリング機能で外観と内部の構造を表示させたもの

で、これにより部品の干渉の有無などが視覚的に容易に判断

できる。また組立順に表示させることにより、内部構造や組

付け法が理解しやすいなどデザイン作業の確認手段として有

効であることが理解された。
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4 ．おわりに

本報告では、デザイン開発プロセスでのコンピュータの活

用を検討し、デザイン作業の効率化や高精度化を進めること

を目的とし、その取り組みの一環として、道内企業および道

外先進地におけるデザイン現場でのコンピュータの活用方法

を調査するとともに、既存のコンピュータシステムを用いて、

予備的な利用試験を実施した。

その結果、以下のようにまとめられる。

①聞き取り調査では、企業へのコンピュータの普及はめざ

ましく、製品開発の多方面での利用が検討されており、特に

デザインのプレゼンテーションにおいて、動きで提示するア

ニメーション技術の利用など新しい動きも見られた。また、

2 次元 CAD による図面作成は一般化しているが、デザイン

作業や設計作業で有効な 3 次元 CAD の活用も今後の増加が

見込まれる。企業内での活用の問題点としては、ハード、ソ

フトの機能アップに伴う設備投資や技術者の確保及び技能向

上の仕組み作りなどがあげられる。

②利用試験では、製造現場との作業の連携のためワークス

テーションとパソコン間での 3 次元データの受け渡しが重要

と考えられるが、現有システムではデータの変換など効率化

のため、データ形式の統一化などを考慮する必要がある。ま

たインターネットを使うことにより、遠隔地との間でも、色

彩や質感を含んだ画像情報や図面のオリジナルデータの受け

渡しが時間的ロスなく可能であることから、デザイン作業を

同時並行的に進める場合などメリットが大きい。デザイン開

発プロセスでの製品のシミュレーション等は、ソフトやハー

ドの機能向上から高品位な画像作成が可能で、また機構を伴

うような製品の細かい検討にも効果がある。こうしたことか

ら、デザイン作業の支援ツールとして、今後コンピュータの

活用がさらに期待される。

本研究では、今後も具体的な支援技術の構築へ向けて、業

種や製品を想定し、その開発プロセスに合うデジタルデザイ

ンの方法論を考察すると共に、デジタルモデルデータをベー

スとした実体モデル作成システムや動画像作成システム等の 

構築を進めていく予定である。


